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分
苑
長 

新
年
挨
拶 

フ
ェ
リ
ー
チ
ャ
ン
ノ
ヴ
ヤ
ー
ロ
ン 

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

乙
巳
の
元
旦
祭
を
寿
ぐ
名
古
屋

分
苑
に
参
拝
に
来
ら
れ
た
皆
様
と

共
に
お
仕
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

昨
年
は
開
祖
さ
ま
の
ご
神
霊
稚

姫
君
命
を
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
お

香
良
洲
神
社
と
大
本
の
長
年
の
友

好
の
証
と
し
て
境
内
に
建
ち
上
が

っ
た
祈
念
碑
「
お
か
ら
す
の
か
み
」

の
除
幕
式
に
清
め
の
雨
の
中
、
参

拝
者
教
主
さ
ま
と
も
ど
も
竹
垣
の

楽
譜
に
合
わ
せ
て
基
本
宣
伝
歌
を

合
唱
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
は
令
和
五
年
六
年
七
の
年
、

最
終
年
に
な
り
綾
機
平
の
整
備
事

業
は
現
在
、
長
生
殿
前
と
綾
部
小

学
校
の
道
路
拡
張
が
大
幅
に
進
ん

で
い
ま
す
。 

今
年
の
十
月
十
二
日
、
綾
機
平

で
綾
の
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
大
本
歌

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
年
、
駐
車
場
整
備
を
春
よ

り
九
月
ま
で
に
土
地
整
備
を
含
め

完
了
予
定
で
す
。 

綾
機
神
社
造
営
は
、
昨
年
十
一

月
に
三
河
本
苑
を
造
営
さ
れ
た
亀

山
建
設
を
選
定
さ
れ
、
令
和
八
年

春
起
工
、
令
和
九
年
末
に
完
成
予

定
で
す
。 

令
和
六
年
は
元
日
早
々
に
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し
、
更
に
大
雨

で
の
土
砂
崩
れ
で
大
変
な
災
害
に

あ
わ
れ
ま
し
た
。 

第
三
災
小
三
災
も
人
の
心
の
反

映
な
り
け
り
と
の
御
神
書
に
あ
り

ま
す
が
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
達
が

悪
い
こ
と
を
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ

ま
す
が
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
一
に
日
々

神
様
を
拝
み
、
ご
先
祖
さ
ま
を
敬

い
、
救
い
を
求
め
る
人
の
心
に
寄

り
添
い
、
ご
祈
願
、
み
手
代
お
取

次
ぎ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

今
年
は
、
宣
伝
使
任
命
百
周
年

に
当
た
り
、
信
徒
の
皆
様
で
宣
伝

使
に
推
薦
し
て
頂
き
、
更
に
准
・

正
に
昇
進
さ
れ
、
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。 

申
請
用
紙
は
あ
り
ま
す
の
で
多

く
の
方
達
を
推
薦
し
て
頂
く
よ
う

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

必
要
な
各
講
習
会
も
追
加
で
計

画
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
年
も
明
る
い
分
苑
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
か
一
年

の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
い
う
諺
に

あ
や
か
り
皆
様
の
意
見
に
傾
聴
し

て
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
日
の
ご
参
拝

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

十
二
月
七
日
（
土
） 

参
拝
者 

二
十
五
名 

 

斎
主 

 

小
林 

清
人 

 

祭
員 

 

日
比 

達
朗 

祭
員 

 

畠
山 

亜
美 

進
行 

 

森 
 

満
政 

●
月
次
祭 

 

十
二
月
十
五
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
六
名 

 
斎
主 

 

瓜
生 

秀
明 

祭
員 

 

仙
頭 

志
音 

祭
員 

 

妹
尾 

正
治 

祭
員 

 

日
比 

達
朗 

裏
方 

 

伊
藤
久
仁
男 

典
礼
長 

小
林 

清
人 

伶
人 

 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 

岡
田 

幸
子 

伶
人 

 

澤
田 

 

淳 

伶
人 

 

長
谷
川
美
枝 

進
行 

 

石
原 

松
生 

月
次
祭
後
、
機
関
長
会
議
が
開
催

さ
れ
、
令
和
七
年
度
の
教
団
方
針
・

愛
善
会
活
動
方
針
・
分
苑
予
算
つ
い

て
高
嶋
分
苑
長
よ
り
説
明
が
あ
っ

た
。 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 

き
の
と
み 

み 
 
 

ろ 
 

く 

と
し 

う
や
ま 

こ
と
わ
ざ 

け
い
ち
ょ
う 
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お
知
ら
せ 

今
年
の
節
分
大
祭
は
二
月
二
日

で
す
。
分
苑
で
は
人
型
受
付
の
た

め
、
次
の
期
間
は
日
直
を
毎
日
、

行
い
ま
す
。
（
十
時
～
十
六
時
） 

一
月
二
十
八
日
（
火
）
～ 

二
月
一
日
（
土
） 

行
事
予
定 

一
月
十
九
日
（
日
） 

 

月
次
祭 

 

午
前
十
時
半
よ
り 

二
月
一
日
（
土
） 

月
始
祭 

節
分
大
祭
遥
拝
祭 

 
 
 
 
 

午
後
一
時
半
よ
り 

編
集
部
か
ら
の
お
願
い 

分
苑
た
よ
り
の
原
稿
を
公
募
し

て
い
ま
す
。
ご
神
徳
談
、
日
々
の
出

来
事
な
ど
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

よ
り
充
実
し
た
紙
面
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

じ
い
じ
の
道
草
雑
話 

 

【
エ
ッ
セ
イ
】 

 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾
正
治 

 

じ
い
じ
は
本
や
新
聞
を
読
ん
で

心
に
響
く
言
葉
や
文
章
を
み
つ
け

て
は
、
書
き
留
め
た
り
、
新
聞
を

切
り
抜
き
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
て
き

た
。 だ

が
整
理
整
頓
が
苦
手
だ
か
ら

メ
モ
も
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
時
が
過
ぎ

る
と
ど
こ
か
へ
消
え
去
っ
て
し
ま

う
。 な

ら
ば
エ
ッ
セ
イ
の
中
に
書
き

留
め
て
お
け
ば
い
つ
で
も
引
き
出

す
こ
と
が
出
来
る
と
閃
い
て
「
七

十
の
手
習
い
」
の
真
似
事
を
始
め

た
次
第
で
あ
る
。 

先
日
、
中
日
新
聞
の
「
く
ら
し

の
作
文
」
と
云
う
欄
に
七
十
六
歳

の
主
婦
の
「
で
き
る
こ
と
か
ら
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。 

出
だ
し
は
こ
う
だ
『
泣
い
て
い

ま
す
。
気
が
付
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
地
下
鉄
の
中
で
向
か
い
の
席

に
座
っ
て
い
る
若
い
女
の
人
が
目

を
真
っ
赤
に
し
て
い
ま
す
・
・
・

泣
い
て
い
ま
す
』 

小
学
校
の
作
文
の
時
間
に
「
起

承
転
結
」
を
口
う
る
さ
く
叩
き
込

ま
れ
た
じ
い
じ
に
は
と
て
も
書
け

な
い
文
章
で
あ
る
。 

あ
ま
り
の
上
手
さ
に
シ
ョ
ッ
ク
を

覚
え
た
。 

別
の
日
、
朝
刊
に
載
っ
て
い
た

辰
野
勇
さ
ん
の
『
た
っ
た
一
行
が

心
と
化
学
反
応
す
れ
ば
人
生
は
変

わ
る
』
と
云
う
エ
ッ
セ
イ
を
興
味

深
く
読
ん
だ
。 

彼
は
高
校
一
年
の
時
、
教
科
書

に
載
っ
て
い
た
ア
イ
ガ
ー
北
壁
の

初
登
攀
記
『
白
い
蜘
蛛
』
を
読
ん

で
自
分
は
日
本
人
初
の
登
頂
者
に

な
る
夢
を
抱
く
。 

そ
し
て
二
十
一
歳
の
時
、
当
時

の
最
年
少
で
ア
イ
ガ
ー
北
壁
を
登

り
切
っ
た
の
で
あ
る
。 

最
後
に
こ
ん
な
言
葉
が
記
さ
れ

て
い
た
『
本
や
新
聞
を
た
く
さ
ん

読
ま
な
く
て
も
、
自
分
の
心
に
残

っ
た
文
章
を
大
切
に
し
た
ら
い
い

と
思
う
。
た
っ
た
一
行
が
心
と
化

学
反
応
し
、
人
生
は
変
わ
る
か
も

し
れ
な
い
』 

じ
い
じ
が
書
く

拙
文
の
中
の
一
行

で
も
誰
か
の
心
に

残
れ
ば
嬉
し
い
。 

 

昨年 12 月 7日に開催された総代会にて次のように予算が承認されました。 

令和 7 年度 収支予算書 

                        宗教法人 大本名古屋分苑 

 自 令和 7年 01月 01日 

 至 令和 7年 12月 31日                令和 6年 12月 7日 

収  入  の  部 

科  目 令和 6年度予算 令和 6年度見込 令和 7年度予算 増  減 

玉 串 料 2,520,000  2,516,500  2,370,000  △ 150,000 

本部交付金 760,000  745,851  700,000  △ 60,000 

分苑維持献金 1,380,000  1,343,980  1,300,000  △ 80,000 

雑 収 入 10,000  37,544  10,000  0 

合  計 4,670,000  4,643,875  4,380,000  △ 290,000 
     

支  出  の  部 

科  目 令和 6年度予算 令和 6年度見込 令和 7年度予算 増  減 

祭 務 費 1,030,000  669,170  1,030,000  0 

玉 串 費 350,000  400,500  350,000  0 

教 化 費 770,000  330,724  480,000  △ 290,000 

総 務 費 1,430,000  1,051,406  1,430,000  0 

維 持 費 760,000  770,677  760,000  0 

厚 生 費 330,000  122,300  330,000  0 

          

小  計 4,670,000  3,344,777  4,380,000  △ 290,000 

当期余剰金 0  1,299,098  0    

合  計 4,670,000  4,643,875  4,380,000  △ 290,000 

 


